
て
む
る
。
そ
の
偲
女
の
論
文
に
就
眺
て
の
紺
介
は
限
ら
れ
光
襲
撃
の
よ
く
引

ろ
と
こ
δ
で
な
い
が
、
署
者
が
．
そ
．
れ
ら
諸
篇
を
島
通
℃
て
朋
か
に
七
た
と
こ
る

は
東
肉
細
化
の
茶
斑
K
存
す
る
公
家
交
化
、
具
磯
的
に
は
辮
安
朝
の
古
典
女

雄
、
天
台
、
蕪
蔵
王
の
盤
佛
教
、
、
就
中
添
土
教
の
傳
絞
の
張
さ
、
大
き
さ
で

あ
っ
て
、
從
來
の
常
識
が
動
も
す
れ
ば
卑
に
雑
器
交
響
、
就
巾
臓
山
に
よ
つ
．

て
代
磁
表
さ
れ
る
ド
謙
風
交
”
化
の
浸
潤
に
一
よ
つ
で
険
立
せ
る
・
も
の
と
’
す
る
皮
霜
…

な
る
見
解
を
是
飛
し
て
み
る
o
r
荷
し
て
そ
れ
は
や
が
て
ま
た
と
の
重
大
な

る
蕊
冊
全
篇
を
蓮
じ
て
の
童
蒙
者
で
も
あ
る
。
確
に
か
エ
る
墓
隆
に
存
す
る

丈
化
野
填
め
永
き
傳
統
を
明
か
に
し
て
の
み
、
東
山
丈
化
が
わ
が
瞬
丈
化
史

奈
膿
の
上
に
占
め
る
位
澄
を
憎
し
く
標
示
す
る
．
こ
と
虚
字
掌
る
。
然
も
か
く

の
如
き
繊
剛
統
の
中
・
心
に
わ
が
海
盆
の
あ
ら
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
敗
職
後
の
ム
讐

日
特
に
感
慨
深
く
悔
ま
れ
る
と
ご
る
で
あ
る
。

　
（
昭
和
二
＋
年
＋
二
月
東
京
測
禺
書
房
謹
上
、
定
償
六
八
圓
）
〔
柴
田
）

遼
金
時
代
の
建
築
と
其
臥
像
．

竹
畠
　
卓
一
著

　
わ
が
闘
門
に
お
け
る
W
襯
蒙
研
究
の
獲
建
ゆ
乞
警
み
る
と
き
、
二
つ
の
大
キ
、
な
躍

進
期
が
あ
る
。
　
一
つ
は
明
治
室
．
十
八
年
頃
よ
り
四
＋
年
代
に
か
け
て
で
あ

り
、
こ
の
落
川
に
あ
っ
て
に
、
滋
隅
災
㎡
孜
ぴ
地
理
に
關
す
・
る
研
究
が
寓
軸
を
な
し
・

て
る
る
。
他
は
昭
瀦
℃
年
以
降
現
面
接
落
球
の
で
、
馨
・
・
紹
渡
麦
化
・

考
震
墨
方
面
の
活
躍
が
誘
げ
託
れ
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
墨
金
時
代
の

旨
建
纂
と
其
佛
像
」
は
、
．
そ
れ
ら
ゐ
写
ち
に
あ
っ
て
も
、
特
に
す
ぐ
れ
た
業
絃

の
．
“
5
と
．
い
へ
よ
ろ
コ

　
署
考
竹
冊
氏
は
霧
藁
方
丈
化
垂
簾
東
京
研
究
祈
に
鰭
を
澱
き
、
紹
湘

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

「
六
卑
陰
欝
附
鮮
紅
檸
士
と
さ
芝
V
幾
慶
か
牝
支
漁
洲
・
蒙
擬
地
方
．
に
支

．
謹
建
藻
劣
埜
つ
存
ら
斐
と
・
．
～
が
、
中
で
姦
露
代
の
建

築
に
饗
す
る
江
島
は
雑
繋
に
派
す
べ
く
、
、
た
と
へ
ば
瓢
箪
猫
果
報
に
お
い

て
、
幅
槻
幕
閣
・
両
門
な
・
ど
遮
代
の
建
築
を
獲
疑
し
、
ま
た
大
岡
上
・
下
華
嚴
寺

の
謄
…
建
築
物
を
瞭
重
代
及
び
金
枢
四
の
も
の
占
推
鱗
臆
し
凌
こ
と
な
ど
は
、
特
に
い

ち
ぢ
る
し
“
も
の
で
あ
る
ゆ
、

　
φ
も
て
本
書
は
、
さ
き
に
曽
和
九
・
十
年
に
わ
た
り
岡
じ
題
名
を
附
し
て
束

方
丈
化
學
院
東
京
研
究
所
よ
η
兵
端
さ
江
た
上
下
二
珊
の
翻
判
の
解
鴨
　
祝
で

あ
る
が
、
な
ほ
前
毒
物
翅
＋
三
捲
の
木
藩
建
物
・
野
離
癒
塔
・
麗
嘩
碑
石
・

銅
警
鐘
た
ど
の
爲
眞
乏
二
雲
離
の
地
翻
と
を
添
附
し
、
二
丈
ほ
篁
編
木

造
建
築
と
其
佛
嘆
策
二
曹
簾
海
造
建
築
翁
町
佛
像
附
錬
と
起
分
れ
、
薗
者

は
さ
ら
．
に
錦
一
箋
備
縣
猫
樂
寺
の
槻
音
閣
と
肖
門
、
錐
二
牽
義
縣
暴
國
寺
の

ゐ八

ﾚ単

a
、
第
去
議
鰻
塚
山
下
露
鹸
忠
寸
の
藏
伽
即
…
数
藏
と
一
華
森
師
殿
、
策
躍
章
大
間
け
ト
…

華
嚴
寺
の
大
雄
箕
殿
、
錦
瓢
ぷ
大
河
煎
“
恩
聯
（
善
化
寺
）
の
建
築
と
佛
像
め
五

漁
県
よ
り
戒
る
り
各
章
と
ぜ
汽
ま
つ
伽
醗
の
醗
置
及
び
そ
れ
に
闘
囲
す
る
諸
記
録

を
紹
介
し
た
の
ち
、
そ
の
、
椎
…
造
搬
無
上
よ
り
年
代
を
推
定
し
て
み
る
が
、
そ

の
方
法
は
あ
く
ま
誓
科
學
的
立
場
を
と
っ
て
み
る
。
大
岡
上
溝
飯
崇
穴
…
雄
露
駄

殿
を
構
造
機
式
上
よ
駐
遼
代
と
推
落
し
て
記
録
の
木
備
を
正
し
た
こ
之
。
大

馬
繋
患
謹
の
．
大
雄
賓
殿
を
遼
の
興
宗
道
宗
時
代
の
遺
構
と
み
た
こ
ど
。
岡
じ

く
三
遡
殿
・
天
王
殿
の
澁
構
よ
り
金
代
建
築
の
磁
器
を
究
㎜
点
し
て
み
る
黙
な

ど
は
、
そ
の
撚
著
な
劒
と
い
へ
よ
う
。

　
策
二
篇
は
二
十
剛
章
よ
夢
成
リ
、
う
ち
十
九
章
凄
で
に
は
林
東
・
白
塔
子
・

大
名
城
を
は
じ
め
と
す
る
北
冥
・
満
洲
各
地
の
遼
金
時
代
の
愚
輩
を
、
ま
た

、
隼
三
＋
馨
露
三
・
四
號
六
九

〈　5｛」　）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報

第
二
雫
終
幕
に
は
セ
繋
の
肩
晶
職
、
第
二
十
剛
章
に
は
石
碑
及
び
鍛
錬
を
述
べ
．
て
。

み
る
ポ
、
嬢
＋
六
牽
房
由
舞
居
券
の
壕
塔
以
下
は
關
野
博
士
切
遺
詑
録
が
そ

の
ま
窪
掲
げ
ら
杣
、
す
こ
ぶ
る
簡
略
に
し
て
、
い
さ
さ
か
讃
器
に
も
の
足
り

な
｝
伊
懐
か
し
め
る
こ
と
は
帯
し
い
。
鎖
二
篇
も
高
齢
の
年
代
推
定
に
は
繭

の

籍
の
木
造
雄
築
と
陽
国
華
學
的
方
法
を
探
り
、
い
ち
い
ち
詳
細
た
建
築
樫
的

考
察
を
加
へ
て
、
そ
の
建
立
の
年
次
を
決
定
し
て
み
み
。
㌧
て
の
た
め
に
、
・

た
と
へ
ば
勝
陽
の
南
欝
u
將
塔
の
如
く
、
礎
來
た
だ
外
形
上
漢
然
鷹
代
あ
る
ひ

は
噛
還
臨
代
と
聡
せ
ら
准
て
る
た
も
の
が
、
本
・
欝
に
よ
っ
て
北
塔
は
癒
代
の
創
臨
処

に
遼
初
の
櫓
修
が
鋤
へ
ら
糾
、
南
塔
は
遼
代
に
奉
っ
た
も
の
と
の
詳
し
い
噛
設

陽
が
興
へ
・
沁
、
ま
た
北
一
類
興
寺
の
東
餌
鍵
盤
の
う
ち
、
西
塔
が
年
代
的

に
先
行
し
、
且
つ
手
法
に
お
い
て
も
東
塔
よ
り
優
れ
て
み
る
こ
と
な
ど
の
如

き
は
、
　
一
般
に
露
し
い
知
見
を
興
へ
る
竜
の
で
あ
る
σ
r
そ
の
他
、
朝
陽
鳳

鳳
山
の
三
塔
、
掘
｛
家
子
町
擁
叶
欝
旦
（
六
角
九
嬬
贋
）
、
黄
花
崇
∵
燃
潤
子
山
の
擁
耐
塔
な

ど
は
本
書
を
ま
っ
て
始
め
て
詳
細
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
唱
い
へ
よ
う
。

　
嬰
す
る
に
、
本
書
に
よ
っ
て
遮
の
襟
式
を
麺
じ
て
で
は
あ
る
が
、
あ
い
ま

い
の
う
ち
に
閉
さ
れ
て
み
た
唐
代
建
築
の
様
式
が
箸
み
し
く
鮮
明
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
げ

・
に
至
っ
た
こ
ど
。
　
從
融
十
目
金
と
漠
然
並
び
服
せ
ら
れ
て
る
先
建
築
及
び
培

塔
が
、
遼
式
と
金
式
之
の
闇
に
、
あ
き
ら
か
な
壁
式
嘗
め
飛
異
を
有
す
る
こ

と
Q
さ
ら
に
宋
と
遼
と
の
間
に
も
縫
造
様
式
上
か
な
り
の
学
理
が
存
し
、
’

遼
陥
は
「
朱
の
…
穣
帯
筑
を
う
⇔
た
も
の
で
な
く
、
直
接
唐
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
具
灘
的
に
確
認
荒
た
か
け
で
苑
り
、
こ
の
鮎
ひ
と
η
麦
那
建

築
史
．
の
土
の
み
で
な
く
、
ひ
る
て
東
津
女
化
か
史
研
究
上
に
端
脳
還
献
ず
る
と
こ

ろ
大
た
る
魂
の
が
あ
る
O
し
か
し
、
最
後
に
望
蜀
の
暑
を
漁
る
さ
れ
る
な
ら

纂
三
＋
容
箋
∵
四
號
六
〇

ば
、
本
書
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
建
築
上
の
衛
語
に
、
い
ま
聴
少
し
峯
易
な
賞
桀

が
躍
懸
か
べ
ら
れ
．
て
ほ
し
い
次
藥
で
あ
る
。
（
昭
和
一
九
年
一
二
丹
龍
交
書

局
列
、
　
温
順
ハ
倍
鋼
晶
瓢
四
五
頁
、
　
㎜
…
刺
甥
四
回
三
葉
、
　
地
圖
一
葉
、
　
鯨
蝋
偵
一
購
側

山ハ

尅
K
）
　
〔
二
村
賃
軌
鳥
〕

暫

量・7Wi¢

騒
・
幸

一

　
　
　
固
吏
研
究
室
談
腐
乱

　
観
憎
史
研
究
談
話
＾
曾
は
年
初
以
爽
∬
久
の
如
く
蘭
田
か
れ
た
O
」

　
一
月
瀧
臼

　
　
仁
轡
川
墨
㌫
尻
鞘
湘
の
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
斑
　

一
慮
凸
氏

二
月
夫
判

　
　
高
麗
版
大
藏
輝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
束
伏
見
邦
英
氏

．
二
月
廿
七
二

　
　
露
…
に
關
…
す
る
一
史
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
松
　
俊
秀
氏

　
掘
丙
他
宏
郎
副
手
　
昭
和
二
十
一
年
一
一
月
十
七
口
逝
虫

鷺
臨
茶
器
表
千
家
流
堀
内
家
に
引
染
大
正
三
・
ヂ
ま
）
、
．
京
都
一
中
・
三

葉
甲
羅
て
本
雄
葦
部
暴
科
に
入
り
（
昭
和
ヂ
年
）
、
國
史
を
導
攻

し
て
昭
豹
十
三
年
三
．
男
濃
墨
試
瞼
に
合
絡
、
　
．
爾
來
大
學
院
に
在
籍
し
て
西
冨

田
・
那
波
爾
敦
授
一
過
Ψ
の
下
に
一
「
欝
本
丈
化
ト
茶
道
」
㊨
研
究
に
專
念
、
そ

の
間
曜
瀦
十
八
年
五
月
以
來
謝
手
と
し
て
國
史
研
究
室
の
糎
蓄
に
脚
力
さ

海
て
る
た
。

（60）


